
出資法人等経営評価書（公益法人等会計用） 整理番号 08 　　
　

　 令和4年7月１日現在
県所管部課

電話番号
Ｅ-mailアドレス　

千円 設立年月日

出資順位 出資額(千円)

1 281,288 67.3%

2 100,000 23.9%

3 10,000 2.4%

4

5

その他 26,538 6.4%

設　立
目　的

［事業の概要］ （単位：千円）

令和元年度 令和2年度 令和3年度

6,045 5,497 5,143

44.3% 43.4% 42.4%

2,358 2,147 2,058

17.3% 16.9% 17.0%

495 435 450

3.6% 3.4% 3.7%

4,751 4,594 4,467

34.8% 36.3% 36.9%

全体事業 13,649 12,673 12,118

100.0% 100.0% 100.0%

＜ から県民のみなさまへ＞

事業２

事業３

その他
事　業

主　　な
出資者

組織適合検査助成事業

事業1～3以外

【目的】臓器提供の推進及び慢性腎臓病の発病予防を図
るための普及・啓発

【内容】啓発資材作成やキャンペ－ンを行う経費、広報紙
作成、学校等での学習会等の開催等

指定管理者

http://www.iba-jinzou.com

全体事業に占める割合

平成1年12月14日

出　　　　　　　資　　　　　　　者　　　　　　　名

　臓器移植を普及促進するとともに、慢性腎臓病予防の総合的な対策を図り、県民の健康、福祉の向上
に寄与すること。

417,826

　公益財団法人いばらき腎臓財団は、「慢性腎臓病の予防事業」と「臓器移植の普及推進」を使命に、また新たに臓
器提供に携わる救急医療従事者ならびに腎不全診療に携わる医療従事者を対象とした「研究助成と褒賞」を事業に
加え、県民の医療福祉向上に寄与すべく活動を展開しております。県民の皆様、関係者の皆様の温かいご支援に
厚く御礼申し上げます。
   茨城県内での腎不全は、依然として県民死亡要因の第８位に位置しております。最も有効な治療法の腎臓移植に
おいて県内移植希望者数に対し移植数は低迷しておりますが、令和３年の脳死下・心停止後の腎臓提供数は５件、
移植数は８件でともに前年と比べ増加しました。
　 昨今のコロナ禍の影響は厳しいものですが、幸いにも当財団は関係者のご協力により活動を継続できておりま
す。県民の皆様に慢性腎臓病の予防や臓器提供に関するご理解をいただけるよう、引き続き積極的な啓発活動を
推進して参ります。今後ともご支援賜りますようお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年２月　理事長　山縣　邦弘

出資比率

市町村

茨城県腎臓病患者連絡協議会

内　　　　　　　　　　　　容

移植推進事業

・その他慢性腎臓病予防事業
・事務局運営、管理業務

普及・啓発事業

全体事業に占める割合

【目的】腎臓移植希望者に係る組織適合検査料の助成

【内容】腎臓移植希望者の経済的負担軽減を図るため、Ｈ
ＬＡ組織適合検査費用の一部を助成

事　　　業　　　名

茨城県

7団体6個人

全体割合

公益財団法人いばらき腎臓財団

［法人の概要］

公益財団法人いばらき腎臓財団

全体事業に占める割合

事業１

【目的】臓器提供関係業務や臓器提供者家族支援を円滑
に行うため、医療機関関係者等を支援する

【内容】医療機関関係者や臓器提供者家族支援員の研修
会の開催等

全体事業に占める割合

所　　   在   　　地

資本金（基本財産）

つくば市天久保2-1-1

理事長　　山縣　邦弘（非常勤）

ホームページＵＲＬ

保健医療部医療局薬務課

029-858-3775

infoiba@iba-jinzou.com

代　　表　　者　　名
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公益法人等会計用

[経営状況] 公益財団法人いばらき腎臓財団 (単位：千円）　
増減数
△ 310

基本財産運用益 △ 356
事業収益 0
受取補助金等 △ 283
その他収益 329

経常費用 △ 555
事業費 △ 446
管理費 △ 109

うち役員人件費 △ 1
うち職員人件費 △ 162

0
245

0
0
0
0

一般正味財産増減額 245
0
8

△ 429
△ 284
△ 145
△ 437
△ 653

0
216

0
8

12
補助金 0
委託料 0

0
その他（分担金・負担金・出捐金等） 0

合　　　計 0
財政的関与の割合（％） 0.0

0
0

合　　　計 0

増減P
△ 0.5

0.5
1.1
2.0

1818.5
0.0

［組織］

　 県派遣 県OB 　 県派遣 県OB 　 県派遣 県OB

常勤理事・監事 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0
非常勤理事・監事 11 0 0 11 0 0 11 0 0 0

計 12 0 0 12 0 0 12 0 0 0
管理職 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
一般職 1 0 0 1 0 0 0 0 0 △ 1
嘱託・臨時職員等 2 2 3 1

計 3 0 0 3 0 0 3 0 0 0

千円

千円

正
味
財
産
増
減
計
算
書

経常増減額

4,137

△ 237

9,705 8,900

4,154

0

△ 777

0

0.0

4,640

425,729

7,353

8,454
3,773 3,664

0

0

0

令和2年度 令和3年度

0

0.0%

8,022
419,309

417,310

1,296

0

425,737

0

0
0

0

0.0%

0

55.0%

増減数

64.7%

備　考

0

0

令和4年令和3年

0.0%

増減理由

0

0
0

プロパー職員平均給与（年額）

常勤役員平均報酬(年額)
１名のため個人情報となる報酬は非公開

2691.9%
0.0%

歳0.0

平均年齢

2,690

0

2,691

1,594

12,118

69.8%

コロナ禍による事業減

0

427,331

298
0

0
0

8

3,975

増減理由

コロナ禍による事業減

1,080

12,673

0

0

0

8,306

0

425,737

0

443
0

7,682

0

7,457
419,677

流動資産

951

固定負債

固定資産
負債合計

経常外増減額

一
般
正
味
財
産

427,134

0
経常外費用

指定正味財産増減額

304
0

△ 777

うち短期借入金

資産合計

経常外収益

評価損益等

2,031

経常収益

0
1,047

12,872

2,704

0

貸付金

正味財産期末残高

864

流動負債

417,572
425,966

0
0

7,066
13,649

3,944

うち長期借入金

2453.0%
0.0%

流動資産／流動負債　

71.1%

63.0%

管理費比率 管理費／経常費用 30.2%

62.7%
873.4%

70.2%
29.8%

認定法第15条に定める率

53.9%

流動比率
借入金比率

人件費／経常費用
自己収益額／経常収益自己収益比率

借入金残高／負債・正味財産合計

0

区　　　　　　分

4,284
0

160

令和2年度

8

令和3年度
12,436 12,126

令和元年度

417,298

4,759

0 00法人税・住民税・事業税

0
425,966

0.0%

△ 237

借入金残高（期末）

0

0

令和元年度

0

0

0

0

28.9%
50.2%人件費比率

主要経営指標 算式等

県
財
政
関
与
状
況

公益目的事業比率

貸
借
対
照
表

基本財産充当額
正味財産合計

1,168

427,760

419,454

0

425,729

0

0

0損失補償・債務保証契約に係る債務残高（期末）

合計

00

60代

令和2年

30代 40代

年

　

当
期

プロパー職
員平均勤続

年数 0 0 00

常勤職員（嘱
託・臨時職員を
除く）の年齢構
成

～20代

７月１日現在の人数

役員

職員

0.0
50代

2
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公益法人等会計用

公益財団法人いばらき腎臓財団

警　戒　指　標

今後の事業展開の方向
及び法人の将来展望

　県民の臓器移植への理解を深めるため、移植に関する情報を発信していく。特に若い世代
への正しい知識の普及が不可欠であるため「いのちの学習会」事業を効果的・効率的に実
施する。また、組織適合検査費用助成で移植希望者を支援し、地域連携研修等で医療機関
を支援するほか、臓器提供者家族支援事業を実施することで、臓器提供の体制整備を支援
する。
　さらに、研究助成・褒賞事業では、制度の周知を強化し事業を展開することで、移植医
療や腎臓予防医療に係る県内研究者の意欲向上を図っていく。
　当法人は、県民の健康・福祉の向上に寄与するため、より一層、臓器移植の推進を図る
とともに、慢性腎臓病予防事業により腎臓病患者数の減少に努めていく。

　臓器移植提供の普及
啓発事業と慢性腎臓病
予防事業を柱として、
県民の健康・福祉の向
上に努めており、目的
に適合している。
　研究助成と褒賞事業
は、臓器提供を実現す
る現場当事者の意欲向
上を喚起するととも
に、やりがいを助長す
る新たな取組であり、
臓器移植の推進に寄与
するものである。

［評点集計］

効率性 10

組織運営健全性

評価の視点

目的適合性 20

19

17

［法人の自己評価（経営概況、経営上の課題・対策等）］

目的適合性 計画性 組織運営健全性

財務健全性

得点率

100%

95%

85%

17

95

17

84

9

46 88%

20

20

計画性

10

評価項目数

9

8

評点

合計

11 18

満点

61%

100%

《評価の視点》

　中期運営計画に沿っ
て事業活動を適切に執
行できている。
　計画していた多くの
学校向け学習会は、コ
ロナ禍の影響により中
止となったが、需要は
依然多く在るため、オ
ンライン方式を活用し
てできる限り受け入
れ、計画的に実施して
いく。

　最少スタッフ数で
の運用で負担が増大
しつつあるが、各人
の連携協力で運営で
きた。
  今後は専門スタッ
フの確保が大きな課
題となる。情報公開
については、法人
ホームページをス
マートフォン対応に
更新するなど、適
宜、適切に行ってい
る。

組織運営健全性

組織､人事､財務等の内部管理体
制が適切に整備･運用され､かつ
情報公開による透明性の確保が
適切か

目的適合性

計画性

組織の管理運営上における人
的・物的な経営資源が有効活用
されているか

効率性

法人が行っている事業と当初の
設立目的が適合しているか

経営目的、経営方針が各種計画
に反映され、計画・実行・見直
しが行われているか

財務健全性

　県補助金や借入金に
依存することなく、自
己収入比率の増加はも
とより、大口の寄付者
獲得に努め、1,000千
円２件を獲得すること
ができた。今後は、広
告掲載枠の拡大などに
より広告費の獲得を図
るほか、裾野の拡大目
的で千円程度の寄付サ
ポ－ト者を患者ネット
ワークと連携し募って
いく。

　社会環境の影響を強
く受け、基本財産の運
用益が大幅に減少して
いることから、賛助会
員会費及び寄付金収入
の自主財源確保に一層
努めつつ、外注を自家
作業に切り替え経費節
減を図るなど効率的に
事業を遂行している。

法人の財務体質が健全である
か。また、各事業の採算性がと
れているか

財務健全性効率性

0%

20%

40%

60%

80%

100%
目的適合性

計画性

組織運営の健全性効率性

財務の健全性

経営評価
ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ
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［法人担当課の意見］

1

2

1

2

1

2

［総合評価］

区分

100.0% 60

無補助金度（行政から） 100 100

60 60 60

100

0

100

効
率
性

自己収入比率

100 100 100.0%

60

正味財産増減額 -777

100.0%健
全
性

無借入金制度 100 100

平均目標達成度 100.0%

総合的所見等
に係る対応

　県内の脳死下・心停止後の臓器提供は近年増加傾向にあるものの、その数は移植
を希望して待機している患者数に比べると大きく不足している状況が続いている。
　こうした状況の改善に向けて、病院内で活動する臓器移植コーディネーターや医
療従事者の支援、「いのちの学習会」をはじめとする各種の普及啓発活動につい
て、新型コロナウイルス感染症対策を徹底しながら、効果的に事業を実施できるよ
うに指導をしていく。
　また、事業活動を支える財政基盤については、昨今の金融環境では基本財産の運
用益増収は見込めないことから、賛助会員の拡充や寄附金の募集など、事業に必要
な自主財源の確保について、継続的に支援をしていく。

効率性 財務健全性

総合的所見等

　法人は、コロナ禍において事業の減少など厳しい運営の中、「いのちの学習会」
や医療者向けの研修会、若手研究者や医療関係者等に対する研究助成や褒賞事業な
ど、設立目的に沿った運営がなされている。
　引き続き、「いのちの学習会」による命の大切さを啓蒙し、本県における脳死
下・心停止後の臓器提供者（平成２５年度～令和３年度末現在：２４人）の増加や
臓器移植推進につながる効果的な諸事業を実施されたい。
　また、基本財産運用益の増収が見込めない中、事業の円滑な推進のためには自主
財源の確保を図る必要があることから、引き続き賛助会員の拡充や寄付金の募集な
ど、収入の確保に努め、財政基盤の充実を図られたい。

取組みを強化すべき視点 目的適合性 計画性 組織運営健全性

-237 0 8

100 100

30

R2実績

100.0% 25

ドナー家族支援員研修 1 1 1 1

単位 R1実績 R4目標値

100.0% 1

法人担当課の意見

　法人は、常勤役員等による組織基盤の強化と意欲的な事業推進に努めているほか、賛助
会員制度や寄附金の確保により自主財源の拡充を図るなど、県に依存することなく自主
性・自立性の向上を図っている。
　限られた人員で効率的に事業を運営し、移植医療の普及啓発等に継続的に貢献している
ことから、法人の事業の推進について一層の支援をしていく。

R3実績 達成度(%)

［経営目標］

指　　標　　名

財務健全性
　臓器移植推進の普及
啓発事業と慢性腎臓病
対策事業を柱として、
県民の健康と福祉の向
上に努めている。研究
者の意欲向上を図るた
め褒賞と研究助成を始
めるなど、目的に適合
した事業を展開してい
る。

　中期運営計画におい
て、事業活動の充実と
自主財源の確保を目的
として年度ごとの取組
や数値目標を定めてお
り、これに沿って計画
的に事業を遂行してい
る。

　移植医療に携わった
経験がある民間病院出
身者を常勤役員に登用
しており、その知識や
経験を組織運営に生か
している。
　また、会計の専門家
が財務に関与すること
で、健全な財務評価に
努めている。

　県の補助金や委託
料、借入金に依存す
ることなく、自己収
入比率の向上に努め
ているほか、限られ
た職員により効率的
に事業を推進してい
る。

　賛助会員制度による
安定的な収入の確保を
図るとともに、寄付金
収入の増加による自主
財源の拡充に努めなが
ら事業を効率的に遂行
しており、財務は健全
な状態にある。

目的適合性

R3目標値

経
営
目
標

事
業
成
果

いのちの学習会 31 13 26

計画性 組織運営健全性 効率性

改善の余地あり概ね良好 大いに改善を要する改善措置が必要
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